






























調査の成果三

5． 自然科学的分析一土層とテフラの層序について－

森林総合研究所九州支所宮縁育夫

（1 ）はじめに

阿蘇カルデラ周辺域には、阿蘇中央火口丘起源の

膨大な量のテフラが堆積しているとともに、他火山

から飛来した広域テフラも認められる。これらのテ

フラの中には、噴出年代がある程度明らかになって

いる鍵テフラがあり、地質学的な研究のみならず、

考古学的な遺跡調査においても時間指標として有効

なものである。

そこで、阿蘇火山南西麓（標高512m)に位置す

る河原第3遺跡において、土層とテフラの詳細な観

察と各種分析を行った。また、他地域の地層との対

比ならびに土層の形成過程や年代について考察した。

（2）土層およびテフラの層序

第2次調査で掘削された土層確認トレンチにおい

て、 2002年3月28日および4月1日に土層およびテ

フラ層の観察を実施した。また、第3次調査中の

2002年9月11日にも3トレンチ断面で層序の確認を

行った。基本的な土層層序は、前回報告に示されて

いるとおりで（宮本編2003)、詳細はその報告を参

照されたい。本報では全体の概要と特徴的な土層や

テフラ層についてのみ述べる（第15図)｡

I層からVc層までは全体的に黒色味が強く腐植

に富む黒ボク土層となっており、その中央よりやや

上位（Ⅲ層）には広域テフラである鬼界アカホヤ火

山灰（町田・新井1978、略称K-Ah)がブロック

状に存在している。Ⅵ層から下位は褐色士層が主体

となっているが、Ⅸ層は灰黄褐色を、Ⅲ層とⅧ層は

黒色を呈する土層となっている。この中でⅨ層には

バブルウォール型の火山ガラスが多数混在しており、

これは姶良Tn火山灰（町田・新井1976、略称AT)

に対比できる層準と考えられる。また、 X層中には

榿色を示す軽石（最大径1.5cm)が散在しており、

これは阿蘇火山起源の鍵テフラである草千里ヶ浜軽

石（渡辺ほか1982、略称Kpfa) と判断される｡Kpfa

直下付近に黒ボク土層が存在することは、阿蘇カル

デラ周辺域に共通した特徴である（渡辺・高田

1990)。

（3）土層の諸性質

2002年4月1日に第2次調査での士層トレンチ断

面から各層ごとに試料を採取するなどして、各種分

析を実施した（第15図)。

粒度組成

得られた試料の粒度分析は、 レーザー回折式粒度

分布測定装置（英国Malvern社製MastersizerS)

を用いた湿式分散法によって行った。土層は全体的

に粘土からシルトの細粒成分によって構成されてい

るが、 Ⅲ層やⅥ層、皿層下部では砂成分が30～40％

程度に達している。

土壌硬度

土壌の硬度は、粒度組成・孔隙量・乾燥密度・水

分状態等を複合的に反映するものとされている（土

壌環境分析法編集委員会1997)。測定は、山中式土

壌硬度計（山中・松尾1962）を断面に対して垂直に

押し込み、指標硬度といわれる貫入量（単位mm)

を読みとった。各土層において得られた最低5回の

測定値を平均して、その土層の硬度として採用した。

土壌硬度は層準ごとに大きく変化している。Ⅵ層

とⅦ層で著しく高い値となっており、このことは、

この層準が硬く締まっており、 クラックが発達する

という観察結果とも調和している。一方、 X層は全

体として軟らかい土層となっている。

炭素・窒素含有量

持ち帰った試料を自然乾燥させた後、 メノウ乳鉢

で十分に粉砕した。その調製した試料について九州

沖縄農業研究センター所有のElementar社製全自動

元素分析装置varioELを用いて、炭素・窒素含有

量を定量した。

窒素含有量は全ての層準で0.1～0.4％程度であっ

たが、炭素含有量は層準ごとに大きく変化していた。

腐植に富む黒ボク土層(I～Vc層、Ⅲ層）で概ね

5％以上の高い値である。これに対して褐色土層

(Ⅵ～X層）では2％以下の低い値となっているが、

-14-





四まとめ

四まとめ

調査の成果 今回の調査では、 目的であった細石刃石器群ブロックの完掘はできなかった。しかし、ブ

ロックの中心部の検出などの成果を得た。以下に第4次調査によって得られた成果を示す。

a.細石刃石器群ブロック中心部の検出

前回調査までの成果によって、 4トレンチの東側に広がると予想されていた細石刃石器群は、

特に調査区の中央部から南東部にかけて多量に分布することが確認された。一方で、調査区の

北東側および南西側では遺物出土量は少なく、分布は収束していくと考えられる。しかし、そ

の他の部分では依然遺物が包含されている可能性が高い。Ⅵ層の出土遺物は、細石刃．細石刃

核を中心とする細石刃製作関連遺物を主体としており、スクレイパーなど他器種製作遺物は客

体的である。細石刃製作関連遺物の中でも、特に打面再生剥片や作業面再生剥片の多さは目を

引く。こうした細石刃製作工程を示す遺物の多さが本石器群の特徴といえるであろう。

b、Ⅵ層における集石遺構の確認

1トレンチの南西側において集石遺構を検出した。出土層位はⅥ層中位であり、細石刃石器

群に伴う集石であると考えられる。遺物の分布状況と重ね合わせると、この集石は、細石刃石

器群の分布域の南西端に位置し、集石の周辺にはほとんど遺物が分布しない。

C.土層の形成過程と年代

今回、宮縁育夫氏に土層の詳細な分析を行っていただいた。特にⅥ層に関わる分析結果とし

て、①士層の形成過程として、Ⅵ～Ⅶ層は中岳が活動初期に噴出した火山灰層に対比すること

ができること、②年代的には、Ⅶ層基底部は約21,000年前、V層基底部は約13,500年前である

ことが示された。これらは前回調査時に測定した1℃年代測定値とも矛盾がないとされる（詳

細は宮縁氏の報告を参照されたい)。

さて、第4次調査をもって本遺跡の発掘調査は終了する予定である。2000年から4回の調査

によって、多層位にわたる文化層の検出、細石刃石器群ブロックの検出など多くの成果を得て

きた。特に細石刃石器群ブロックの検出は、不明瞭であった阿蘇周辺の細石刃文化の様相を知

るものとして大きな意義をもつものである。最後に、調査面積は50m2に満たないが、河原第

3遺跡の細石刃石器群についてこれまでの調査成果をもとにふれておきたい｡

細石刃石器群で構成される第2文化期の遺物総数は1988点である。主な遺物として、細石刃

1084点、細石刃核12点、打面再生剥片16点、作業面再生剥片12点、スクレイパー4点などがあ

げられる。全体でみても細石刃製作関連の遺物が主体的であることがわかる。この中では、細

石刃が遺物総数の半分以上を占めるという特徴の他に、打面再生剥片・作業面再生剥片が多い

という特徴がある。これが本石器群の特徴であるといえる。細石刃核は、いわゆる野岳・休場

型を主体として構成されており、従来の編年にあてはめると、細石刃文化期の中でも古期に位

置づけることができる。しかし、野岳・休場型の範嬬で捉えきれないものも存在する。こうし

た異なるタイプの細石刃核が同一ブロックの中に存在することは、従来の型式設定の問題など

を含めて再検討されるべきである。この問題を解決する最も有効な方法は、徹底した母岩分類

とそれに基づく接合作業を行うことであると考えられ、本遺跡の細石刃石器群はそれに耐えう

る質と量を有している。今後も整理作業を継続し、正式報告で新たな成果を示したい｡ (芝）
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